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	概要　ＥＡ　(600字～800字程度にまとめてください。)

高分子や液晶に代表される柔らかい物質をソフトマターと呼ぶ。それらで構成された対象にマイクロメーターサイズまで集光されたレーザーを照射すると、その微小な領域に温度勾配や物質の流れを誘起する事が出来る。そこでは、特異な形状の空間パターンや時間的に規則正しい動きを見せる新奇な時空間構造が創られる事がある。本研究では、それら新奇な現象の解明と、その応用としての一分子ＤＮＡの自在な操作を目指した。
成果としては、狙った巨大ＤＮＡ１分子を集光レーザーの局所加熱によって伸張させる事に成功した。伸張されたＤＮＡは伸びきり長の約半分であった。水によるレーザー光の吸収、すなわち温度上昇が有る場合と無い場合でのＤＮＡの動態を比較する事で、そのＤＮＡ伸張が温度上昇によるものである事を実験的に確認した。この実験を模したシミュレーションと比較する事により、この伸張が局所加熱によって発生する対流と熱泳動の複合的な効果である事が確認できた。直径１μｍ程度の焦点に集光されたレーザー光は水溶媒に僅かに吸収され、水溶媒の温度上昇をもたらす。この温度上昇とマイクロメーターサイズの熱拡散の速度が釣り合い、焦点付近では１０度以上の温度上昇が見込まれる。これによりサンプルチャンバー内に発生する熱対流と熱泳動が、共にＤＮＡを伸ばす向きに働く地点でＤＮＡが伸張される。シミュレーションにより再現された流線と実験に於けるＤＮＡの挙動とは定性的に一致しており、現象を良く説明していると思われる。
また、本研究資金を用いて構築した装置は、光ピンセットを利用して１つの細胞の向きをコントロールする新奇な方法（これは狙った細胞からＤＮＡを取り出す手法に応用可能である）、液晶中のコロイド粒子間に働く力の直接測定、その力による微粒子の自己集合パターンの形成、脂質小胞の形態形成、などの研究に生かされた。
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	欧文概要　ＥＺ

Thermal convection and thermophoresis induced by μm-scale local heating is shown to elongate a single DNA molecule. An infrared laser used as a point heat source is converged into a dispersion solution of DNA molecules, which is observed under a fluorescent microscope. The thermal convection around the laser focus manifests as extensional flow for the long DNA chain. A simulation of thermal convection that reproduces the experimental condition provides numerical support for the stretching of DNA molecules caused by thermal convection. This DNA elongation technique is a novel method for manipulating the intact single DNA molecules, and can be applied to a “lab. on a chip”.  
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